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令令和和５５年年度度事事業業報報告告

ⅠⅠ 総総 括括

本会は、岐阜県のスポーツ団体の統括団体として、岐阜県の施策に呼応しながら、広くスポーツを普及・推進

し、岐阜県民の競技力向上並びに健康増進・体力向上を図り、健康で明るい生涯スポーツ社会の確立を目指して

いる。

令和５年度は、「第４次将来構想」において掲げた「生涯スポーツ」「競技スポーツ」「施設運営によるスポ

ーツ推進」「協会組織の運営」の４つの施策について、新型コロナウイルス感染症をはじめとする様々な社会情

勢の変化に対応しながら、本県のスポーツの発展に貢献するべく各種事業に取り組んだ。

「生涯スポーツ」については、スポーツ実施者に対するプログラム提供として県民スポーツ大会等の充実開催

に取組むとともに、スポーツ環境の整備を図るため、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団の育成、スポ

ーツ指導者の養成等に取組んだ。

「競技スポーツ」については、本県の競技力向上を図る様々な事業を展開した。鹿児島県において開催された

特別国民体育大会においては、天皇杯 位、皇后杯９位を獲得し、 字回復を達成した栃木国体に続いて、見事

な成績を収めることができた。

「施設運営によるスポーツ推進」については、新型コロナの影響により落ち込んでいた施設利用の促進を図る

ため、イベントの誘致・開催や利用者サービスの提供を図ることで、施設利用の増加に取り組んだ。

「協会組織の運営」については、加盟団体の育成に取組むとともに、スポーツ団体のガバナンスの強化に向け

た研修会の充実などに注力した。

ⅡⅡ 事事業業内内容容

１１．．競競技技力力向向上上事事業業

（（１１））競競技技力力研研修修等等事事業業

本県の競技力向上に向けて強化体制を分析し、情報提供を行うとともにスポーツ医・科学に関する研修会

を開催した。

事業名 期 日 概 要

①競技団体ヒアリング ６月 日～８月９日 競技団体の強化方針等についてのヒアリン

グを実施②競技団体ヒアリング 月 日日～１月 日

岐阜県アンチ・ドーピング

オンライン研修会
７月 日～２月 日

本会公式 チャンネルにて限定公開

講師：川口敦司氏（羽島市民病院）

：川瀬晶子氏（県薬剤師会）

申込者数： 名

アンチ・ドーピングの啓発 年 間 アンチ・ドーピングステッカーの配布

（（２２））強強化化対対策策事事業業

①競技力向上に要する経費の一部助成

本県の競技力向上を図るため、加盟競技団体 団体を対象に、国体強化対策・ジュニア世代の育成・優

秀指導者の招聘・ライセンス取得・特殊器具の整備に要する経費の一部を助成した。

また、日本リーグ等のトップリーグに参加する県内クラブチーム４クラブに対して、強化活動に要する

経費の一部を助成した。

②清流の国ジュニア・アスリート育成プロジェクト

岐阜県が、将来オリンピックをはじめとする国際大会で活躍できるアスリートの育成を目指して行うジ

ュニア・アスリート育成プロジェクトに参画し、運動能力に優れた資質を持つ県内小学生の発掘、様々な

プログラムによるジュニアの育成、プログラム修了者への最適な競技種目の選択に対する助言といった取

り組みを展開した。
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事業名 内 容

第 期生選考会 ・翌年度小学５年生 名と中学１年生 名を選考した。

育成プログラム

ジュニア〈中学１ ２ ３年〉

キッズ〈小学５ ６年〉

・共通プログラム〈講義〉

・競技プログラム〈ジュニア 種目、キッズ 種目〉

２２．．国国体体推推進進事事業業

特別国民体育大会及び第 回国民スポーツ大会冬季大会へ本県代表役員・監督・選手を選考し派遣した。

（（１１））国国体体ブブロロッックク大大会会派派遣遣事事業業

大会名 会 期 開催地 結 果

国民体育大会

第 回東海ブロック大会
５月 日～８月 日 三重県

種目通過

（内 種目１位通過）

第 回国民スポーツ大会

冬季大会予選会

月２日～３日

月 日～ 日

山梨県

長野県

ﾌｨｷﾞｭｱ 成女 予選敗退

少女 予選敗退

ｱｲｽﾎｯｹｰ 成男 予選敗退

（（２２））国国体体（（国国ススポポ））本本大大会会派派遣遣事事業業

大会名 会 期 開催地 結 果

特別国民体育大会
月７日～ 日

〈９月 日～ 日〉
鹿児島県

競技 種別 名派遣

天皇杯 位（ 点）

皇后杯９位（ 点）

第 回国民スポーツ大会冬季大会

スケート・アイスホッケー競技会
１月 日～２月４日

北海道

苫小牧市

名派遣

競技別天皇杯 位（ 点）

競技別皇后杯 位（ 点）

第 回国民スポーツ大会冬季大会

スキー競技会
２月 日～ 日

山形県

山形市他

名派遣

競技別天皇杯９位（ 点）

競技別皇后杯 位（ 点）

３３．．生生涯涯ススポポーーツツ事事業業

（（１１））岐岐阜阜県県民民ススポポーーツツ大大会会開開催催事事業業

①第 回岐阜県民スポーツ大会本大会

第 回岐阜県民スポーツ大会を岐阜県との共催により、中濃地区を中心会場として 種目（郡市代表種

目 、フリー参加種目９、交流体験種目４）開催した。

事業名 会期 会場 参加者数

第 回岐阜県民スポーツ大会 ７月 日～２月４日 中濃地区他 名

【総合成績（被表彰団体）】

部門 優勝 第２位 第３位 第４位 第５位 第６位

総合の部 大垣市 岐阜市 各務原市 可児市 関市 土岐市

郡の部 加茂郡 不破郡 羽島郡 － － －

【特別健闘賞】 瑞穂市

②岐阜県民スポーツ大会地区大会

県内６地区で開催する岐阜県民スポーツ大会地区大会に対して助成金を交付した。
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地 区 会 期 開催地 参加者数

岐阜地区 ５月 日～７月 日 岐阜市 他 名

西濃地区 ７月３日～７月 日 大垣市 他 名

中濃地区 ５月８日～８月７日 関市 他 名

可茂地区 ６月 日～７月 日 可児市 他 名

東濃地区 ７月２日～７月 日 土岐市 他 名

飛騨地区 ７月 日 高山市 他 名

③第 回ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会

県民の日常的スポーツ活動の促進や地域スポーツ組織の活性化に貢献することを目的として、岐阜陸上競

技協会との共催により、第 回ぎふ清流郡市対抗駅伝競走大会を開催した。

事業名 会期 会場

駅伝競走大会 月 日 岐阜県庁～羽島市文化センター

【参加郡市数： 郡市】

【成績】

部門 優勝 第２位 第３位

総合の部 大垣市 岐阜市 高山市

郡の部 不破郡 揖斐郡 加茂郡

（（２２））加加盟盟団団体体育育成成事事業業

①地区組織への支援

本県のスポーツ団体の組織基盤の充実等を図り、スポーツ推進に資するため、県内各地区の連携強化に

取り組む本会加盟６地区組織に対して、育成費及び助成金を交付した。

②スポーツ懇談会の開催

本会と加盟団体の連携強化を図るため、本県スポーツ関係者が一堂に会した懇談会を開催し、相互の情

報交換の場を提供した。

事業名 期日 会場 参加者数

スポーツ懇談会 ２月 日 岐阜グランドホテル 名

③加盟団体代表者会議の開催

本会と加盟団体の連携強化を図るため、競技団体及び地域スポーツ団体が一堂に会した加盟団体代表者

会議を開催した。

事業名 期日 会場 参加者数

加盟団体代表者会議 ３月 日 岐阜グランドホテル 団体

（（３３））総総合合型型地地域域ススポポーーツツククララブブ育育成成支支援援・・広広域域ススポポーーツツセセンンタターー事事業業

①センター職員等資質向上事業

専任指導者を配置し、総合型クラブの創設・育成・定着支援業務を行うとともに、専任指導者の資質向

上を図るため、クラブ支援に関する各種研修会に参加した。

②クラブサポート事業

コロナ禍においても総合型地域スポーツクラブ組織の主体的な活動を支援するため、広報物等の作成に

よる広報・啓発事業やクラブ・市町村への巡回相談事業等の実施によりクラブの継続・発展に向けたサポ

ートに取り組んだ。

事業名 期 日 参加者数

岐阜県クラブ会議 ５月 日 名 クラブ 名、７市町９名

アシスタントマネジャー養成講習会 月７日～８日 名修了

岐阜県クラブ研修会 ２月 日 名 クラブ 名、３市町３名
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③クラブ補助事業

総合型クラブの運営に必要な指導能力を有する人材を育成するため、日本スポーツ協会公認資格の取得に

係る経費を補助するための事業を実施した。

事業名 件数

ＪＳＰＯ公認資格等取得補助 名 ５クラブ マネジメント資格 ４名、指導者資格 ６名）

研修会等参加補助 クラブ 名

④総合型地域スポーツクラブ岐阜県協議会事務局の運営

全国統一の総合型地域スポーツクラブ登録・認証制度の認証を受けた県内総合型クラブで組織する総合型

クラブ岐阜県協議会事務局の運営を担い、県内総合型地域スポーツクラブの連携強化を図った。

事業名 期 日 備考

総会 ５月 日 長良川スポーツプラザ

地区委員会
５月 日

２月 日

長良川スポーツプラザ

長良川スポーツプラザ

常任幹事会
５月 日

３月 日

岐阜メモリアルセンター

岐阜メモリアルセンター

専門部会 月８日 オンライン開催

研修会（講演会） ２月 日 長良川スポーツプラザ クラブ 名

登録審査委員会 １月 日 岐阜メモリアルセンター クラブ審査

地区交流事業

２月 日

１月 日

月 日

月 日

７月 日

２月 日

きらり北方Ｃ きらり北方 年を振り返る ５クラブ 名

ごうどＳＣ スポーツ玉入れ大会 ６クラブ 名

せき西部ＳＣ スポーツマルシェ ６クラブ 名

坂祝ＳＣ モルック交流会 ４クラブ 名

Ｖｉｖａ中津川 カヌー体験会 ５クラブ 名

萩原ＳＣ クラブ勉強会 ４クラブ 名

全国協議会総会 ２月 日 幹事長、事務局参加

東海クラブネットワ

ークアクション
月２日 ホテルグランヴェール岐山 クラブ 名

（（４４））日日本本ススポポーーツツ協協会会公公認認資資格格事事業業

① 公認スポーツ指導者養成事業

生涯スポーツの推進と競技力向上にあたる各種スポーツ指導者の資質と指導力の向上を図るため、日本

スポーツ協会公認スポーツ指導者養成事業を実施した。

講習会名 実施期間 備 考

コーチ１養成講習会

（水泳、軟式野球、バレーボール、テニス）
年 間 ４競技 名修了

アシスタントマネジャー養成講習会 月７日～８日 名修了

スポーツドクターの養成 年 間 新規認定１名、新規受講３名

アスレティックトレーナーの養成 年 間 新規受講１名

スタートコーチ（スポ少）養成講習会（県コース） 月 日 名修了

スタートコーチ（スポ少）養成講習会（地区コース） 年間 ９コース、 名修了

 
②岐阜県地域スポーツ指導者研修事業

学校部活動の地域移行に伴い、保護者や学校が安心して子ども達を預けることができる指導者を育成す

るため、技術の指導のみならず学校の教育方針や部活動の意義（教育的配慮）、安全確保、危機管理等の

知識・技術を習得するための研修会を公認スポーツ指導者の資質、指導力の向上及び情報交換やネットワ

ークづくりなど指導者相互の交流の場の提供とあわせて実施した。
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ア）地域指導者育成研修事業（講座①②）

研修会名 期 日 会 場 受講者数

岐阜県地域部活動指導者研修会A ５月 日 土岐市文化プラザ 名

岐阜県地域部活動指導者研修会B ５月 日 神戸町中央公民館 名

岐阜県地域部活動指導者研修会C ５月 日 本巣市民文化ホール 名

岐阜県地域部活動指導者研修会D ６月 日 日本まん真ん中センター 名

イ）地域指導者育成研修事業（講座③）※ 公認資格更新研修を兼ねる （）内は部活動指導対象者

研修会名 期 日 会 場 受講者数

岐阜県コーチングセミナー№１ ７月 日 神戸町中央公民館 名（ 名）

岐阜県コーチングセミナー№２ ７月 日 本巣市民文化ホール 名（ 名）

岐阜県コーチングセミナー№３ 月３日 中津川市民会館 名（ 名）

岐阜県コーチングセミナー№４ 月 日 日本まん真ん中センター 名（ 名）

ウ） 公認資格更新研修事業

研修会名 期 日 会 場 受講者数

普及促進研修会№１ 月 日 飛騨高山ビッグアリーナ 名

普及促進研修会№２ ２月 日 岐阜メモリアルセンター 名

健康づくりスポーツフォーラム ２月４日 セラミックパーク 名

（（５５））ススポポーーツツ少少年年団団事事業業

一人でも多くの青少年にスポーツの歓びを提供し、スポーツを通じて青少年の健全育成を図るため、各種

事業を展開した。

①スポーツ交流事業

事業名 期 日 備 考

【国際事業】

①第 回日独同時交流（派遣）

②第 回日独同時交流（受入）

７月 日～８月 日

８月５日～９日

団員１名派遣

西濃地区

【全国事業】

①第 回全国スポーツ少年大会（兵庫県）

②第 回全国軟式野球交流大会（千葉県）

③第 回全国剣道交流大会（群馬県）

④第 回バレーボール交流大会（宮城県）

８月４日～７日

８月３日～６日

３月 日～ 日

３月 日～ 日

中止（台風のため）

ブロック大会敗退のため不参加

指導者１名、団員７名派遣

１チーム派遣

【東海事業】

①第 回東海ブロックスポーツ少年大会（愛知県）

②第 回東海ブロック競技別交流大会

バレーボール （岐阜県）

サッカー （静岡県）

ソフトボール （三重県）

軟式野球 （静岡県）

③東海ブロック指導者研究協議会（愛知県）

④第 回東海ブロックリーダー研究大会（岐阜県）

８月 日～ 日

月 日

月９日

月 日

６月 日

月 日～ 日

３月２日

指導者１名、団員３名、リーダー２名

１チーム派遣

１チーム派遣

出場チームなし

１チーム派遣

指導者７名、リーダー２名参加

指導者２名、リーダー 名参加

【県事業】

①第 回岐阜県スポーツ少年団大会

（兼ジュニア・リーダースクール）

②軟式野球交流大会（全国大会県予選会）

③剣道交流大会（全国大会県予選会）

④バレーボール交流大会（全国大会県予選会）

⑤第 回姉妹県青少年ふれあい事業（鹿児島県）

８月９日～ 日

５月 日～ 日

月 日

月３日～４日

７月 日～ 日

指導者６名、団員 名、

リーダー 名

各地区代表６チーム参加

小学生 チーム、

中学生男子 名、女子 名参加

男子 ﾁｰﾑ、女子 ﾁｰﾑ参加

団員３名参加
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②地区組織強化事業

地区及び市町スポーツ少年団に対して、県内の青少年の健全育成に取り組むために必要な経費の一部を助

成した。

事業名 対 象 備 考

地区組織強化事業 県内６地区

地区スポーツ少年団研修会 ６コース

指導者資質向上研修会 コース

リーダー研修会 コース

地区大会 コース

③育成指導事業

事業名 期 日 備 考

全国リーダー連絡会 月 日 指導者２名、リーダー２名参加

シニア・リーダースクール ８月９日～ 日 リーダー２名参加

第 回東海ブロックリーダー研究大会 ３月２日 指導者２名、リーダー 名参加

ジュニア・リーダースクール ８月９日～ 日 岐阜県スポーツ少年団大会と併催

④指導者研修事業

指導者の資質の向上を図るため、県外研修会へ派遣するとともに、県内において研修会を開催した。

事業名 期 日 備 考

全国指導者協議会 ６月 日 １名参加

第６回ジュニアスポーツフォーラム ６月 日 参加者なし

スタートコーチ（スポ少）インストラクタ

ー養成講習会
月４日～５日

参加者なし

普及促進研修会
月 日

２月 日

高山市開催 名参加

岐阜市開催 名参加

講師講習会

６月 日～ 日

９月２日～３日

月４日～５日

大阪府開催 ９名参加

東京都開催 １名参加

京都府開催 １名参加

東海ブロック指導者研究協議会（愛知県） 月 日～ 日 指導者７名、ﾘｰﾀﾞｰ２名参加

スタートコーチ スポ少 養成講習会 年間 コース、 名修了

岐阜県スポーツ少年団研修会 月 日 名参加

（（６６））顕顕彰彰事事業業

長年にわたり本県のスポーツ推進に寄与された功労者、優秀な選手を育てた指導者、各種競技大会で優秀

な成績を収めたチーム及び選手等を表彰した。

事業名 期 日 被表彰者

国民体育大会賞 月 日 競技団体、 チーム、 選手

岐阜県スポーツ協会表彰 ３月 日

田口福寿会スポーツ賞１名、スポーツ功労賞７名、

特別優秀選手賞５名、優秀チーム賞８チーム、

優秀選手賞 名

岐阜県スポーツ少年団顕彰 月 日 指導者 名

（（７７））ススポポーーツツリリーーダダーーババンンクク設設置置事事業業

個人情報保護の観点により、運用を一時停止した。

（（８８））広広報報事事業業

ホームページや を活用して、本会や本会諸事業に関する情報を積極的に公表するとともに、広報

誌「スポーツぎふ」を発行した。

また、岐阜県総合スポーツ情報システムを運営し、本県のスポーツに関する情報を随時発信した。
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（（９９））ススポポーーツツ医医・・科科学学事事業業

①スポーツ科学サポート事業

アスリートに対する科学サポートの拠点である岐阜県スポーツ科学センター（ＧＳＳＣ）及びその分館で

ある御嶽濁河高地トレーニングセンター（濁河ＴＣ）の運営をし、東京２０２０大会に向けて取り組んだ科

学サポート実績を活かしながら、フィットネスチェック（体力測定）、フィジカルトレーニング、スキルチ

ェック（動作分析）の３つの分野から科学的根拠に基づいたアプローチで競技力向上を支援した。

さらに、東京２０２０大会のレガシーとしてアスリート・パラアスリートに対する科学サポートを次世代

に継承していくために、日本一を目指す高校部活動に対するサポートとスポーツ科学を活用した指導者の養

成に取り組んだ。

【サポート対象選手・チーム】

・パラスポーツ清流アスリート強化指定選手 人

・清流アスリート強化指定選手 人

・清流アスリート強化指定団体 団体

内 容 フィットネスチェック スキルチェック フィジカルサポート

実施人数

学生 一般 学生 一般
個人指導 集団指導

学生 一般 学生 一般

人 人 人 人 人 人 件 件

人 人 人 件

Ａ）研究活動～研究活動による情報発信～

科学的根拠に基づいたサポートをより一層充実させるため、研究の倫理的、法的及び社会的に適正な実

施を確保することを目的とした倫理審査委員会を設置し承認を受けた上で、サポート分野における研究活

動に取り組んだ。

・倫理審査委員会開催回数：２回

・研究活動計画承認数：２テーマ

また、研究活動等取り組んだ事例について広く情報発信を行うため報告書を作成した。

・ 岐阜県スポーツ医科学研究 ３発行

Ｂ）普及啓発活動～スポーツ科学を活用した指導者の養成～

ＧＳＳＣ及び濁河ＴＣの機能を活かし、スポーツ科学の理論や実践方法を指導者に伝えることで、科学

的根拠に基づいた指導ができる指導者の養成に取り組んだ。

【研修会等への講師派遣 ２回 対象者数 延べ 名】

・ヘルスマネジメント アスリート

アスリートのライフスタイルにとって重要な「栄養」と「心理」の分野について、アスリート自身また

は保護者を対象に、自ら考えて行動するきっかけづくりの場としてアドバイザーによる講義を開催した。

【スポーツ栄養学講習会参加者数 名】

【スポーツ心理学講習会参加者数 名】

Ｃ）情報共有～映像データ閲覧サービス～

選手・指導者に対して、映像データを共有できるクラウドサービスを提供した。

Ｄ）次世代アスリートの育成

日本一を目指す高校部活動に対するサポートに取り組み、次世代を担うアスリートを育成した。

・岐阜女子高校バスケットボール部・岐阜総合学園高校男子ホッケー部・大垣南高校フェンシング部

・羽島北高校フェンシング部・はしまモアフェンシングクラブ・飛騨高山高校スキー部

・高山工業高校スキー部・飛騨神岡高校スキー部

Ｅ）ヘルスマネジメント 女性アスリート

女性特有の健康問題について、アスリート自身または保護者を対象に、専門医による講義及び相談の機

会を設定した。

【参加者数 名】

Ｆ）アスリートアンケート調査

サポートの充実を図るため、強化指定団体、強化指定選手に対してオンライン形式によるアンケート調

査を実施した。

【回答結果：選手 名、指導者７名】
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Ｇ）高地トレーニングの活用

標高 から の飛騨御嶽高原高地トレーニングエリアに位置する濁河ＴＣを活用し、平地で

のトレーニングと高地トレーニングを一体的にマネジメントした科学サポートに取り組んだ。

②高地トレーニングサポート事業

濁河ＴＣに高地トレーニングの専門家を複数名配置し、高地トレーニングにおける医・科学サポートを展

開した。

また、医・科学サポートと昨年度から開始したフィットネスサポートを連携させることにより、合宿中の

選手のコンディション維持とオーバートレーニングによる怪我のリスクを軽減させ、より効果的な高地トレ

ーニングが実施できるようサポートに取り組んだ。

さらに、濁河ＴＣ専属のスポーツ栄養アドバイザーを講師に招き、高地トレーニングエリアを訪れる学生

団体を対象に、高地トレーニング栄養講習会を実施した。

【サポート団体・チーム】

・中央競技団体

日本パラサイクリング連盟、日本トライアスロン連合、日本デフビーチバレーボール協会、

日本知的障がい陸上競技連盟、日本体操協会 トランポリン 、パラ陸上等

・県内チーム

美濃加茂高校陸上競技部、中京学院大学陸上競技部等

内容 フィジカルチェック セルフコンディショニングサポート セルフケアサポート

対象 学生 一般 学生 一般 学生 一般

件数
計 件 ６件 件 ０件 件 件

合計 件 件 件

・高地トレーニング栄養講習会：２回実施 延べ 名参加

③県との連携により実施する事業

Ａ）清流の国ジュニア・アスリート育成プロジェクト

プロジェクトにおいて選抜された優れた才能を有するジュニア選手に対して、県競技スポーツ課と連携

し、スポーツ科学分野の指導を実施した。

Ｂ）指導者の養成

スポーツ科学の専門家の本会職員が、県競技スポーツ課が実施する指導者養成事業の企画に参画し、県

内の指導者養成に協力した。

（（ ））ススポポーーツツ教教室室・・イイベベンントト等等開開催催事事業業

利用者サービスの向上と、県民の体力向上並びに健康の保持増進に貢献するためスポーツ教室やイベント

を積極的に開催した。

①スポーツ教室事業

事業名 開催日 コース数 参加人数

健康づくり・競技力向上教室 年 間 コース 延べ 名

プール教室 年 間 コース 延べ 名

②イベント事業

事業名 期 日 参加者数

バレーボールフェスティバル ４月３日～４日 名

サッカーフェスティバル ８月 日 名

屋内球技フェスティバル（卓球） ９月 日 名

障がい者スポーツフェスティバル レク☆パラ 月９日 名

ソフトボールフェスティバル ２月 日 名

ファン感謝祭 ４月 日 名

幼児リズム運動あそび ６月 日 組 名
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事業名 期 日 参加者数

輝け‼未来のアスリート応援プロジェクト ７月１日～９月 日 ７団体 名

子ども運動チャレンジ ８月 日 名

親子スタジアム見学ツアー（長良川競技場） 月７日 名

親子スタジアム見学ツアー（長良川球場） 月 日 名

みんなの体力測定会 ２月 日 名

女性スポーツサポート事業 月１回 回開催 名

地域ふれあいフェスティバル（長良西） 月 日 名

地域ふれあいフェスティバル（早田）
９月 日

２月 日

名

名

気分 ♪長良川競技場で楽しま ！

（長良川競技場体験イベント）

【同時開催イベント】

マラソンフォーム教室等

月１回 回開催

（５月雨天中止）

名

名

スポーツ・健康・体力に関する相談窓口の開設 年 間 １件

スポーツ診療所アスリート健康相談会（３回開催） ８月 日～２月 日 名

地域社会武道青少年錬成大会（なぎなた） 月 日～ 日 名

地域社会武道指導者研修会（弓道） ９月 日～ 月１日 名

地域社会武道指導者研修会（銃剣道） ８月 日～ 日 名

（（ ）） のの運運営営事事業業

日本リーグ等の国内トップリーグに参戦している県内トップチーム チームの連携組織の事務局を運営

し、スポーツによって本県を盛り上げ、活力と魅力のある地域づくりに貢献することを目的として各種事業

に取り組んだ。

事業名 期 日 概 要

連携会議
５月 日

３月 日
各種事業の実施方法、情報共有等

ファン感謝祭 ４月 日

ぎふスポーツフェアオープニング

スポーツ体験・スタンプラリー

【参加者】小学生 名、保護者等 名

つよいぞ！ぎふっ子プロジェクト
５月 日～

２月１日

県内 小学校（天候不良のため 校中止）

※ 校の希望校の中から 校を選定

みんなでやろまい！プロジェクト

６月 日

９月 日

月 日

月 日

ニセ電話詐欺被害防止に係る広報啓発活動

秋の交通安全運動

暴力団排除チラシの作成

暴力団排除チラシの配布・紹介

（（ ））ススポポーーツツ運運動動好好ききなな幼幼児児育育成成事事業業

運動遊びを通じて、からだを動かすことが好きな子どもや、体を動かすことが楽しいと感じる子どもを

育て、生涯を通じてスポーツ・運動に親しむ基礎基盤を構築することを目指し、県内５圏域にそれぞれ実

践市とそれぞれの実践市に２～３園の推進園を選出しプロジェクトを実施した。

【実践市】

山県市（岐阜地区）大垣市（西濃地区）郡上市（中濃地区）土岐市（東濃地区）高山市（飛騨地区）

【実施プログラム】

・ 推進園の園児を対象に園における活動中への を活用した運動遊び、リズムダンスの導入

・ 園児の保護者に対する実技講習会・実技指導・講演会の実施

・ 園児の運動能力測定と効果検証の実施

・ 公開授業等による全県下への普及促進
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（（ ））ススポポーーツツ安安全全保保険険普普及及促促進進事事業業

県民が安心してスポーツ活動に取り組むことができるよう、ニーズに応じたスポーツ安全保険事業や

スポーツ活動等の普及奨励及び安全指導の取り組みの充実を図った。

４４．．ススポポーーツツ施施設設のの管管理理運運営営事事業業

新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行を受け、各種イベントの誘致や新たなイベントを開催し、

より多くの県民がスポーツに親しむ機会を提供した。

また、利用者のニーズを把握するため利用者満足度調査を実施し、要望の多かった エリアの拡充（ト

レーニング室、武道場）や照明設備の改修（野球場、弓道場、水泳場）などを実施することで、利用者サービ

スの向上に取組んだ。 

【誘致イベント】

事業名 期 日 来場者数

国際
カンガルーカップ国際女子オープンテニス ５月１日～７日 名

岐阜国際ジュニアテニストーナメント 月 日～ 月３日 名

プロ

プロ野球 セ・リーグ公式戦

中日ドラゴンズ 広島東洋カープ
５月９日 名

プロ野球 セ・リーグ公式戦

読売ジャイアンツ 広島東洋カープ
８月 日 名

全国

ジャパンラグビー リーグワン

ディビジョン カンファレンス

トヨタヴェルブリッツ 三菱重工相模原ダイナボアーズ

４月８日 名

高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソン ４月 日 名

ベーブルース杯争奪全国社会人野球大会 ５月１日～６日 名

（大垣ミナモソフトボールクラブ） ５月 日～ 日 名

バロープレゼンツ 岐阜県ラグビー祭

「早稲田大学 慶應義塾大学」
６月４日 名

バドミントン リーグ 岐阜大会 月２日 名

全国高校選抜女子バスケットボール強化大会 １月４日～６日 名

３リーグ － シーズン
１月 日～ 日

３月２日～３日

名

名

第 回全国高校選抜大会ハンドボール（男子） ３月 日～ 日 名

全県 キッズサマースクール ８月２日～３日 名

 
【管理運営における数値目標に対する結果】 
①岐阜メモリアルセンターの年間利用者数 ８９３，４４９名（目標８４５，０００名） 

 
②施設別稼働率及び利用人数

№ 施設名 目標値 結果 № 施設名 目標値 結果

１ で愛ドーム ％ ％ ８ 弓道場 ％ ％

２ ふれ愛ドーム ％ ％ ９ 補助競技場 ％ ％

３ 会議室 ％ ％ 庭球場 ％ ％

４ 体育室 ％ ％ 水泳場 ％ ％

５ 柔道場 ％ ％ 水泳場 ％ ％

６ 剣道場 ％ ％ 水泳場個人利用 名 名

７ 相撲場 ５％ ％ トレーニング室 名 名
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③特定施設の稼働率

№ 施設名 目標値 結果 
１ 長良川球場 ％

２ 長良川競技場 ％

３ 長良川球技場 ％

④御嶽濁河高地トレーニングセンターの宿泊者数

施設名 目標値 結果

１ 濁河センター 名 名

５５．．ススポポーーツツ施施設設等等のの利利便便性性向向上上事事業業

本会が管理する施設において、駐車場の運営や自動販売機の設置等を行うとともにイベント開催時にキッチ

ンカーによる食事などを提供するサービスを実施し、施設利用者の利便性の向上に取り組んだ。

事事業業報報告告のの附附属属明明細細書書

令和５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定する

附属明細書は「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しておりません。
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（単位：円）

科　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　資産の部

　１　流動資産
　　　現金預金
　　　未収金 △ 107,032,171
　　　前払金
　　　立替金 △ 23,724
　　　仮払金
　　　　　流動資産合計 △ 69,782,583

　２　固定資産
　　　基本財産
　　　　  投資有価証券
　　　　　定期預金
　　　　　基本財産合計

　　　特定資産
　　　　　指定管理準備積立資産
　　　　　退職給付引当資産
　　　  　特定資産合計

　　　その他の固定資産
　　　　　投資有価証券
　　　　　電話加入権
　　　　　什器備品
　　　　　車両運搬具 △ 229,466
　　　　　長期前払費用
　　　　　その他の固定資産合計

　　　　　固定資産合計

資　　産　　合　　計 △ 55,528,861

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債
　　　未払金 △ 87,281,214
      前受金 △ 110,000
　　　仮受金
　　　預 り 金
　　　　　流動負債合計 △ 82,852,898

　２　固定負債
　　　退職給付引当金
　　　　　固定負債合計

負　　債　　合　　計 △ 69,066,203

Ⅲ　正味財産の部

　１　指定正味財産
　　　（うち基本財産への充当額）

　２　一般正味財産
　　　（うち基本財産への充当額）
　　　（うち特定資産への充当額）

正 味 財 産 合 計

負債及び正味財産合計 △ 55,528,861

（１）   貸　借　対　照　表
   令和６年３月３１日現在
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（単位：円）
科　　　　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引等消去 合　　　計

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産
　　　　現金預金
　　　　未収金 △ 65,969,874
　　　　前払金
　　　　立替金
　　　　仮払金 △ 16,375
       公益目的事業会計 △ 130,200,457
　　 　　流動資産合計 △ 196,186,706

　２　固定資産
　　　基本財産
        第119回利付国債（20年）
        第122回利付国債（20年）
        第132回利付国債（20年）
        第  ９ 回利付国債（30年）
        第150回利付国債（20年）
        第155回利付国債（20年）
        第158回利付国債（20年）
        第158回利付国債（20年）
　　　定期預金
　　　　　基本財産合計

　　　特定資産
　　　　指定管理準備積立金
　　　　退職給付引当預金
　　　  特定資産合計

　　　その他の固定資産
　　　　第119回利付国債
　　　　第122回利付国債
　　　　第132回利付国債
　　　　第  ９ 回利付国債
　　　　第150回利付国債
　　　　第155回利付国債
　　　　電話加入権
　　　　什器備品
　　　　車両運搬具
　　　　長期前払費用
　　　　　その他の固定資産合計

　　　固定資産合計

資　　産　　合　　計 △ 196,186,706

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債
　　　未払金 △ 65,969,874
      前受金
　　　仮受金 △ 16,375
　　　預 り 金
      収益事業等会計 △ 47,963,776
　　　法人会計 △ 82,236,681
　　　　　流動負債合計 △ 196,186,706

　２　固定負債
　　　退職給付引当金
　　　　固定負債合計

負　　債　　合　　計 △ 196,186,706
Ⅲ　正味財産の部
　１　指定正味財産
　　　（うち基本財産への充当額）

　２　一般正味財産

　　　（うち基本財産への充当額）

　　　（うち特定資産への充当額）

　　正味財産合計

　　負債及び正味財産合計 △ 196,186,706

令和６年３月３１日現在

（２） 貸借対照表 内訳表
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(単位：円)
科　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１   経常増減の部
　（１）経常収益
     ① 基本財産運用収入
　　　     基本財産運用収入
　   ② 会費・入会金収入
　　　     正会員会費収入 △ 684,500
　   ③ 補助金収入
　　　     地方公共団体補助金収入
　　　     日本スポーツ協会補助金収入 △ 289,120
　　　     スポーツ振興くじ助成金収入 △ 313,000
　   ④ 受託収入
　　　     地方公共団体受託収入 △ 178,583,328
　　　     日本スポーツ協会受託収入
             スポ安普及
　   ⑤ 負担金収入
　　　     負担金収入
　　　     利用料収入
　　　     受講料収入
　   ⑥ 寄付金収入
　　　     寄付金収入
　   ⑦ 広告負担金収入
　　　     広告料収入 △ 90,000
　   ⑧ 手数料収入
　　　     手数料収入
　   ⑨ 雑収入
　　　     受取利息 △ 691
　　　     雑収入
経　常　収　益　計

　（２）経常費用
　   ① 事業費
　　　     役員報酬
　　　     給料手当
　　　     退職給付費用
　　　     福利厚生費
　　　     会議費
　　　     旅費交通費 △ 612,854
　　　     通信運搬費 △ 81,142
　　　     消耗什器備品費
　　　     消耗品費
　　　     修繕費
　　　     印刷製本費
　　　     燃料費 △ 40,891
　　　     光熱水費 △ 37,820,582
　　　     賃借料
　　　     保険料
　　　     諸謝金
　　　     租税公課 △ 832,567
　　　     負担金支出
　　　     助成金支出
　　　     委託費
　　　     工事請負費 △ 1,127,500
　　　     雑役務費
　　　     支払手数料 △ 749,491
            交際費 △ 1,110,000
            広告料
            雑費
            その他経費 △ 752,397
　　事業費計

　　　　　　　　　　　令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで　　　　　　　　　　　

（３） 正味財産増減計算書

科　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
　   ② 管理費
　　　　　役員報酬
　　　　　給料手当 △ 163,818
　　　　　福利厚生費 △ 80,824
　　　　　会議費 △ 4,450
　　　　　旅費交通費
　　　　　通信運搬費 △ 8,575
　　　　　消耗品費 △ 165,752
　　　　　修繕費 △ 138,499
　　　　　印刷製本費
　　　　　燃料費 △ 5,533
　　　　　賃借料
　　　　　保険料 △ 31,230
　　　　　諸謝金
　　　　　租税公課 △ 38,200
　　　　　負担金支出
　　　　　委託費
　　　　　支払手数料
　　　　　交際費
　　　　　雑費
　　　　　減価償却費 △ 241,175
　　管理費計 △ 145,588
経　常　費　用　計

当期経常増減額 △ 13,533,639

経常外収益 　 　 　
　経常外収益計
経常外費用
　経常外費用計
当期経常外増減額
法人税等
当期一般正味財産増減額 △ 13,605,639
一般正味財産期首残高 △ 13,605,639
一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
寄付金収入
一般正味財産への振替額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　期末正味財産合計額
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科　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　減
　   ② 管理費
　　　　　役員報酬
　　　　　給料手当 △ 163,818
　　　　　福利厚生費 △ 80,824
　　　　　会議費 △ 4,450
　　　　　旅費交通費
　　　　　通信運搬費 △ 8,575
　　　　　消耗品費 △ 165,752
　　　　　修繕費 △ 138,499
　　　　　印刷製本費
　　　　　燃料費 △ 5,533
　　　　　賃借料
　　　　　保険料 △ 31,230
　　　　　諸謝金
　　　　　租税公課 △ 38,200
　　　　　負担金支出
　　　　　委託費
　　　　　支払手数料
　　　　　交際費
　　　　　雑費
　　　　　減価償却費 △ 241,175
　　管理費計 △ 145,588
経　常　費　用　計

当期経常増減額 △ 13,533,639

経常外収益 　 　 　
　経常外収益計
経常外費用
　経常外費用計
当期経常外増減額
法人税等
当期一般正味財産増減額 △ 13,605,639
一般正味財産期首残高 △ 13,605,639
一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
寄付金収入
一般正味財産への振替額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　期末正味財産合計額
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(単位：円）

ⅠⅠ　　一一般般正正味味財財産産増増減減のの部部

１  経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用収入

基本財産運用収入

会費・入会金収入

会費・入会金収入

補助金収入

補助金収入

受託収入

受託収入

負担金収入

負担金収入

寄付金収入

寄付金収入

広告負担金収入

広告負担金収入

手数料収入

手数料収入

雑収入

雑収入

経経常常収収益益計計

（２）経常費用

事業費

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗什器備品費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

光熱水費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

負担金支出　

助成金支出

委託費

工事請負費

雑役務費

支払手数料

交際費

広告料

雑費

その他経費

（４）正味財産増減計算書内訳表
令和５年４月１日から令和６年３月31日まで

科　　　　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　　　計
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管理費

役員報酬

給料手当

福利厚生費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

印刷製本費

燃料費

賃借料

保険料

諸謝金

租税公課

負担金支出　

委託費

支払手数料

交際費

雑費

減価償却費

経経常常費費用用計計

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 8,238,795

当期経常増減額 △ 8,238,795

２  経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計

（２）経常外費用

経常外費用計

当期経常外増減額

他会計振替額 △ 8,839,030

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

ⅡⅡ　　指指定定正正味味財財産産増増減減のの部部

指定正味財産期首残高

寄付金収入

一般正味財産への振替額

指定正味財産期末残高

ⅢⅢ　　正正味味財財産産期期末末残残高高

合　　　計

法人税等

科　　　　　　　目 公益事業会計 収益事業会計 法人会計
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１１　　重重要要なな会会計計方方針針
（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　 　満期保有目的の債券・・・・・・償却原価法（定額法）によっている。
（２）固定資産の減価償却の方法
　 　有形固定資産・・・・・・定率法によっている。
　 　無形固定資産・・・・・・定額法によっている。
（３）引当金の計上基準
　 　退職給付引当金・・・・・・期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。
（４）消費税等の会計処理
　 　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２２　　基基本本財財産産及及びび特特定定資資産産のの増増減減額額及及びびそそのの残残高高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
　投資有価証券
　定　期　預　金

小　　　計
特定資産
　指定管理準備積立資産

　退職給付引当資産
小　　　計
合　　　計

３３　　基基本本財財産産及及びび特特定定資資産産のの財財源源等等のの内内訳訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。 （単位：円）

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する額）

基本財産
　投資有価証券
　定　期　預　金

小　　　計
特定資産
　指定管理準備積立資産

　退職給付引当資産
小　　　計
合　　　計

４４　　固固定定資資産産のの取取得得価価額額、、減減価価償償却却累累計計額額及及びび当当期期末末残残高高
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位:円）
科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 電話加入権
 什器備品
 車両運搬具
 長期前払費用

合　　　　計

（５） 財務諸表に対する注記
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５５　　満満期期保保有有目目的的のの債債券券のの内内訳訳並並びびにに帳帳簿簿価価額額、、時時価価及及びび評評価価損損益益

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

帳簿価額 時　　価 評価損益

△ 5,229,000

△ 5,229,000

６６　　補補助助金金等等のの内内訳訳並並びびにに交交付付者者、、当当期期のの増増減減額額及及びび残残高高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位:円）

貸借対照表上
の記載区分

スポーツ少年団
組織整備強化費助成金

（公財）日本
スポーツ協会

スポーツ少年団
活性化事業交付金

（公財）日本
スポーツ協会

スポーツ指導者育成事業
交付金

（公財）日本
スポーツ協会

スポーツ振興事業助成金
（公財）日本
スポーツ協会

スポーツ振興くじ助成金
日本スポーツ
振興センター

令和5年度選手団
派遣事業補助金

岐阜県

令和5年度競技力向上対策
事業補助金

岐阜県

シニアリーダースクール
旅費補助

（公財）日本
スポーツ協会

子ども活動支援金
（公財）ライフ
スポーツ財団

種類及び銘柄

    国　　　　　債

第１１９回利付国債

第１２２回利付国債

第１３２回利付国債

第　９　回利付国債

第１５０回利付国債

第１５５回利付国債

第１５８回利付国債

第１５８回利付国債

合　　　  　　計

補助金等の名称 交 付 者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

合　　　　　　　計
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１１　　基基本本財財産産及及びび特特定定資資産産のの明明細細

　基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表の注記において記載している。

２２　　引引当当金金のの明明細細

　引当金の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位:円）

目的使用 その他

退職給付引当金

期末残高

           （６）　附 属 明 細 書

科　　　目 期首残高 当期増加額
当期減少額
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　額

（流動資産）

現　金 手元保管 運転資金として

普通預金 十六銀行長良支店 №1733404 指定管理会計全般

普通預金 十六銀行長良支店 №1733412 利用料金徴収用

普通預金 十六銀行長良支店 №1741212 濁河高地トレーニングセンター会計

普通預金 十六銀行長良支店 №1308747 一般会計全般

普通預金 十六銀行長良支店 №1807715 一般会計クラブアドバイザー配置事業

普通預金 十六銀行長良支店 №1342094 国民体育大会特別会計(派遣費)

普通預金 十六銀行長良支店 №1592790 県委託事業特別会計

普通預金 十六銀行長良支店 №1308739 岐阜県スポーツ少年団特別会計

普通預金 十六銀行長良支店 №1752562 スポーツ推進事業特別会計

普通預金 十六銀行長良支店 №1832631 トップチーム連携事業特別会計

普通預金 十六銀行長良支店 №1832656 ぎふ清流SCネット事業特別会計

普通預金 大垣共立銀行則武支店 №326342 一般会計全般

定期預金 十六銀行長良支店 №1327758 退職金支払い資金として

（現金預金計）

未収金 日本スポーツ協会他 公益目的事業・収益事業補助金他

未収分として

（未収金計）

前払金 ㈱ウインライフ高山店 令和6年度分公用車自動車任意保険料

（前払金計）

立替金 日本スポーツ協会 ｽﾀｰﾄｺｰﾁ講習会eﾗｰﾆﾝｸﾞ利用料
七宗町スポ少負担分の立替 （立替金計）

仮払金 日本スポーツ施設協会他 令和6年度分施設賠償保険料他

（仮払金計）

（固定資産）

基本財産 投資有価証券

第１１９回利付国債（２０年） 公益目的・運営管理目的保有財産で

第１２２回利付国債（２０年） あり、運用益を公益目的事業・運営管

第１３２回利付国債（２０年） 理事業の財源に充当している

第　９　回利付国債（３０年）

第１５０回利付国債（２０年）

第１５５回利付国債（２０年）

第１５８回利付国債（２０年）

第１５８回利付国債（２０年）

定期預金

十六銀行長良支店

（基本財産合計）

特定資産 指定管理準備積立資産 公益目的保有財産であり、運用益を

十六銀行長良支店 (定期預金) 公益目的事業の財源に充当している

大垣共立銀行則武支店 (定期預金)

退職給付引当資産 職員退職給付用財産であり、運用益

十六銀行長良支店 (定期預金) を公益目的事業・運営管理事業の財

大垣共立銀行則武支店 (定期預金他) 源に充当している。

（特定資産合計）

その他の 投資有価証券

固定資産 第１１９回利付国債（２０年） 公益目的・運営管理目的保有財産で

第１２２回利付国債（２０年） あり、運用益を公益目的事業・運営管

第１３２回利付国債（２０年） 理事業の財源に充当している

第　９　回利付国債（３０年）

第１５０回利付国債（２０年）

第１５５回利付国債（２０年）

電話加入権 電話加入権 うち公益目的保有財産５０％、うち運営

　 管理目的の財源として保有する財産５０％

什器備品 会計システムハードウェア 運営管理目的の財源として保有する財産

車両運搬具 公用車 運営管理目的の財源として保有する財産

長期前払費用 公用車 (リサイクル費用) 運営管理目的の財源として保有する財産

（その他の固定資産合計）

資  産  合  計

（７） 　財　産　目　録
　令和６年３月３１日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

固定資産合計
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（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金　　　額

（流動負債） 未払金 岐阜北税務署他 公益目的事業・収益事業に関する

未払分として

（未払金合計）

仮受金 加盟団体（1団体）外 公益目的事業・収益事業委託金他

令和５年度分として

（仮受金合計）

預り金 岐阜北税務署他 源泉徴収税他預り分として

（預り金合計）

（固定負債） 退職給付引当金 職員分 公益目的事業・運営管理業務に従事

する職員の退職給付金として

貸借対照表科目

流動負債合計

固定負債合計

負　債　合　計

正　味　財　産
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監 査 報 告 書

令和６年５月２９日

公益財団法人岐阜県スポーツ協会

会 長 田口 義隆 様

公益財団法人岐阜県スポーツ協会

監 事 丸山 充信 ㊞

監 事 水谷 邦照 ㊞

私たち監事は、当協会の令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの事業年度の理事

の職務の執行について監査を行いました。その方法及び結果について、以下のとおり報告い

たします。

１１ 監監査査のの方方法法及及びびそそのの内内容容

私たち監事は、理事及び職員等との意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会及びその他重要会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、事務局に

おいて業務及び財産の状況を調査いたしました。 

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討い

たしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算関係書類

（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討

いたしました。 

２２ 監監査査のの結結果果 

⑴ 事業報告等の監査結果 

ア 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示してい

るものと認めます。 

イ 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認められません。 

⑵ 計算関係書類の監査結果 

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべて

の重要な点において適正に示しているものと認めます。 

以 上
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監 査 報 告 書

令和６年５月２９日

公益財団法人岐阜県スポーツ協会

会 長 田口 義隆 様

公益財団法人岐阜県スポーツ協会

監 事 丸山 充信 ㊞

監 事 水谷 邦照 ㊞

私たち監事は、当協会の令和５年４月１日から令和６年３月３１日までの事業年度の理事

の職務の執行について監査を行いました。その方法及び結果について、以下のとおり報告い

たします。

１１ 監監査査のの方方法法及及びびそそのの内内容容

私たち監事は、理事及び職員等との意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に

努めるとともに、理事会及びその他重要会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行

状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、事務局に

おいて業務及び財産の状況を調査いたしました。 

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書について検討い

たしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算関係書類

（貸借対照表及び正味財産増減計算書）及びその附属明細書並びに財産目録について検討

いたしました。 

２２ 監監査査のの結結果果 

⑴ 事業報告等の監査結果 

ア 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示してい

るものと認めます。 

イ 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実

は認められません。 

⑵ 計算関係書類の監査結果 

計算書類及びその附属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をすべて

の重要な点において適正に示しているものと認めます。 

以 上


